
日時 日時節
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

栃木SC
V・ファーレン長崎
ロアッソ熊本
ファジアーノ岡山
愛媛FC
カターレ富山
ガンバ大阪
横浜FC
栃木SC
FC岐阜
モンテディオ山形
東京ヴェルディ
アビスパ福岡

6月
6月
6月
7月
7月
7月
7月
7月
8月
8月
8月
8月
8月

15日
22日
29日
3日
7日
14日
20日
27日
11日
18日
18日
21日
25日

(土)
(土)
(土)
(水)
(日)
(日)
(土)
(土)
(土)
(日)
(日)
(水)
(日)

18:00
18:00
19:00
19:00
18:00
18:00
18:00
18:00
18:00
18:00
18:00
19:00
19:00

会場 勝敗・得点 勝敗・得点　
栃木グ
ノエスタ
うまスタ
カンスタ
ノエスタ
ノエスタ
万博
ノエスタ
ノエスタ
長良川
NDスタ
ノエスタ
神戸ユニバー

　
2 - 2
2 - 0
2 - 1
1 - 0
0 - 1
1 - 0
2 - 3
2 - 0
1 - 0
0 - 1
2 - 3
2 - 1
4 - 0

対戦相手
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H

H

H

H

A

A

A

A
A

A

A

H

H

A
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2013年度日程
節
32
T2
33
34
35
36
T3
37
38
39
40
41
42

ギラヴァンツ北九州
奈良クラブ
V・ファーレン長崎
徳島ヴォルティス
水戸ホーリーホック
ジェフユナイテッド千葉
セレッソ大阪
松本山雅FC
ガイナーレ鳥取
京都サンガFC
コンサドーレ札幌
ザスパクサツ群馬
ロアッソ熊本

9月
9月
9月
9月
9月
10月
10月
10月
10月
11月
11月
11月
11月

1日
8日
15日
22日
29日
6日
13日
20日
27日
3日
10日
17日
24日

(日)
(日)
(日)
(日)
(日)
(日)
(日)
(日)
(日)
(日)
(日)
(日)
(日)

 
18:00
13:00
18:00
19:00
18:00
16:00
13:00
16:00
13:00
19:00
16:00
18:00
12:30

会場　
本城
三木陸
長崎県立
神戸ユニバー
ノエスタ
フクアリ
金鳥スタ
ノエスタ
とりスタ
ノエスタ
札幌ドーム
正田スタ
ノエスタ

　
3 - 2
3 - 1
2 - 0
3 - 2
1 - 1
1 - 2
0 - 4
7 - 0
2 - 1
0 - 0
0 - 1
-
-

対戦相手

※印刷工程にかかる日数の関係で勝敗・得点の記載をしていない日程があります。あなたの手で日程表を完成させてください!
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H
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KOBE AWAY PRESS仮 
私達にはアウェイ戦のゴール裏をクリムゾンレッドで埋め尽くすという夢があります。一人でも多くのヴィッセル神戸サポーターにアウェイ観戦の楽しさを
届けたい。KOBE AWAY PRESS（仮）はこうした思いから生まれた情報紙です。KOBE AWAY PRESS（仮）は関東サポーター有志により自主的に制作されています。

2013ラストスパート号 2013.11. 17Kick Off  28
For the Vissel Kobe fans of the Kanto living 

♪どこまでも行こうぜ　勝利を信じて
熱き友の想い　胸に宿して

行こう　勝利へ
トモニ戦え ラーララ ララララ！

歌声響かせろ（KOBE!)　
遠く神戸まで（KOBE!）

さぁみんなで帰ろう 神戸に帰ろう
勝利この手に！♪

KOBE AWAY MARCH

すべての人の想いとトモニ

RETURN TO J1を掲げて、戦ってきたJ2リーグも、今日のザスパクサツ群馬戦
と、最終節のロアッソ熊本戦を残すだけとなりました。
 
2006年以来となったJ2は、開幕前に想像していた以上に厳しい舞台でした。
思うように勝ち点を伸ばすことができない時期もありました。大観衆の前での、
悔しい引き分けもありました。しかし、選手一人一人が、体を張り得点を重ねる
ことにこだわった。勝利にこだわった。遠いアウェイの地であっても、ゴール裏
にかけつけ、声を枯らすサポータの声があった
その結果、J2優勝というタイトルに手が届くところに来ています。
 
来季、ヴィッセルにはJ1の舞台が待っています。
強豪ひしめく、あの懐かしい激戦の地。J1。

再び頂点を目指す航海に出るとき、J2優勝というタイトルは必ずチームの力
になります。
「2013年のJ2最強は、ヴィッセルだった。」という事実を歴史に刻みつけ、
2013年の戦いを今後の糧とする為に。悔いを残すことなく来季を迎えるた
めに、勝利だけが必要です。

サポーターの声は、選手の力となります。

残り2戦。熱く、強く、心一つに戦いましょう！
WE ARE KOBE!!

アウェイ専用チャント登場！！ 2013年シーズンは、アウェイ専用のチャントが投入
されました。アウェイ戦でしか唄われない貴重（？）なチャント皆さんはもう覚えら
れましたか？メロディは、よくご存知の曲なので、一度聞けば分かるはず！
みんなで唄って選手に届けましょう！!

俺達のこの街に　お前が生まれたあの日
どんなことがあっても　忘れはしない

共に傷つき　共に立ち上がり
これからもずっと　歩んでゆこう

神戸讃歌

美しき港町　俺達は守りたい
命ある限り　神戸を愛したい
オオオーオ オオオオオー…



KOBE AWAY PRESS（仮）PDF版ダウンロード
http://kobeap.net/
Facebook　    http://www.facebook.com/kobeap
Twitter     @kobeap　(https://twitter.com/kobeap)

発行：KOBE AWAY PRESS(仮）編集部
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KOBE AWAY PRESS（仮）からのご協力のお願い
KOBE AWAY PRESS(仮)を他のお友達にすすめたいという方や
自分のお店において配ってもいいよという方は大歓迎です。
一人でも多くのサポーターを誘ってアウェイゴール裏に駆けつけましょう！
KOBE AWAY PRESS(仮)のPDF版ダウンロード、および
KOBE AWAY PRESS(仮)に関するお問い合わせは、以下のURLにアクセスしてください。

編集
後記

Keep cleanこのKOBE AWAY PRESS（仮）を受け取ったら、その場で捨てないでお家まで持ち帰ってね！

VISSEL KOBE

1 植草  裕樹GK 22 山本  海人GK 28 紀氏  隆秀GK 30 徳重  健太GK 3 相馬  崇人DF

4 北本 久仁衛DF 5 河本  裕之DF 19 岩波  拓也DF 21 茂木  弘人DF 23 イ グァンソンDF

25 奥 井  諒DF

26 高柳  一誠MF24 三原  雅俊MF 27 橋本  英郎MF 31 松 村  亮MF

9 都 倉  賢FW

32 前田  凌佑MF

11 田代  有三FW33 和田  倫季MF

16 有田  光希FW 17 吉田  孝行FW

29 林  佳 祐DF 34 カン ユングDF 6 エステバンMF35 金  聖 基DF

10 MF 13 小川 慶治朗MF 15 大 屋  翼MF 18 田中  英雄MF 20 杉浦  恭平MF森岡  亮太

7 ポ ポFW 8 マジーニョFW

トップチーム

今号が今年最後のKOBE AWAY PRESS（仮）
です。本紙を受け取っていただきありがとうござ
いました。今年は、2006年以来のJ2でした。こ
こ、群馬もそうですが、栃木、水戸など選手・ス
タッフ同様、大変な遠征だったかと思います。こ
の試合を含め、残り2試合です。そして、最後のア
ウェーになります。力一杯声を出し、選手達を鼓
舞しましょう！来年もトモニイコウ！
我々KOBE AWAY PRESS（仮）も頑張ります
ので、皆様、よろしくお願いします。

KOBE AWAY PRESS（仮）と同じ
内容をWEB上にもアップしています。
今まで見逃したバックナンバー等
チェックし てくだ さ い 。また
Facebookでは試合後のアウェイ情
報なども配信しています。誌面に載り
切らなかった情報等はこちらでチェッ
クしてみてください。

奇跡の残留、必然の降格を経た、13年
シーズン。今期の積み上げが来期につな
がるように。
そして引き続き弊紙をご愛顧よろしゅう。

想像していた以上に厳しかったJ2です
が、はじめて訪ねる土地。初めてのスタジ
アム。初めてのスタグル。
今年の旅は、新鮮な発見の旅でもありま
した。今後もアウェイ観戦の楽しさをお
伝えするために、頑張ります。

今年も、あっという間の1年でした。
いや、例年よりも早いのは自分だけでしょ
うか?来年も熱い応援で試合を盛り上げ
ましょう!

ホーム・アウェイ共に動員が増えたと思う
一年でした。J2アウェイの地でも多くの
人との出会いがあり楽しい遠征ができま
した。来年もよろしくお願いします

2006年のJ2時代と比べ、今年はどこの
アウェーでも神戸ゴール裏は、サポー
ターが多かったと思います。
来年もアウェーゴール裏を皆さんの力で
クリムゾンレッドに染めましょう。

今年はJ2での戦いだったけど、アウェイ
の人数は去年よりも減っていなかった。
いや、むしろ増えていたと思う。それがと
ても嬉しい一年間でした。また、来年も引
き続きよろしくお願いします。

最後のタイトルを孝行とトモニ最後のタイトルを孝行とトモニ

Facebook
http://www.facebook.com/kobeap

Blog http://kobeap.net/

Facebook&ホームページも情報満載！

吉田孝行、1999年元日、天皇杯決勝で横浜フリューゲルス最後のゴールを決めた男。2010年12月、
埼玉スタジアムで奇跡の残留につながる2ゴールを決めた男。2011年8月、亡き盟友松田直樹に捧げ
る2ゴールを決めた男。これも埼玉スタジアムだった。Jリーグの歴史、記憶に残るゴールをこれだけ決
めた男はいない。
吉田孝行は、フル代表には縁がなかったが、滝川第二高校時代にはU17代表に選ばれている。この
チームには中田英寿、宮本恒靖、そして生涯の友となる松田直樹がいた。そして、このU17代表で今も
現役なのはGKの小針（鳥取）のみ、フィールドプレーヤーでは吉田が最後の現役選手だ。
横浜フリューゲルス（天皇杯優勝）の消滅後、横浜Fマリノス（ステージ優勝）、大分（J2優勝）、再び横
浜Fマリノスを経て、2008年に地元のヴィッセルに加入した。ヴィッセルでは6シーズン目、これまでの
チームで最も長い年月を過ごしたことになる。過去の3チーム全てでタイトルを獲得してきたが、ヴィッ
セルでだけタイトルを取っていない。その吉田孝行が今シーズン限りでユニフォームを脱ぐのだ。J2優
勝のタイトルを孝行とトモニ獲るしかないじゃないか！
通算成績：J1 356試合出場53得点、J2 113試合出場32得点 
　　　　 ナビ杯 64試合出場9得点 天皇杯 39試合出場20得点（11/2現在）


